
木漏れ日の拠り所

地面と平行にすることで
音の反響によるエコーを少なくする

音が屈折することで
吸音を繰り返し減音する

日中、上昇する傾向がある音を
逃さない傘の高さ

吸音材 __エコな素材
（セルロースファイバー）

本物の木と混ぜることで
環境面にもいい働きをつくる

暑さなどの環境に左右されない
ボール遊び、遊具を自由に使える

声が外に広がらない仕組み

換気ルートの確保

木で囲うことで木漏れ日に包まれた空間に
遊ぶ場所を区切ることで危険をなくす

仕切りを作り、声を分散して減音

風の通り道をつくる
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木の形であることを利用した遊具
木漏れ日の中で遊べる場所の確保

! 子供達の集まる様々な場所への設置
ex: 幼稚園のバス停 /駐車場 etc...

!

!

風の通る隙間 /
日差しも取り込む

最近、子供が屋外で遊ぶ時間が減ってきている。
少子高齢化により公園が幅広い世代の人の憩いの場と変化する中で利用の仕方も変化。

子供たちを中心に新しい遊び場となるような居場所を提案。

・公園内の遊び方や遊具に禁止事項の増加

・子供たちの遊び声に対する苦情

・地球温暖化による室外の過ごしにくさ




